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論文内 容の要 t::. 国
Mg を主体とした三元合金 Laves 相における電子・原子比例a)，原子半径と結品構造の関係，中間
相や規則格子の有無， Stacking foults の詳細等をしらべるために試みている研究の一環として， Mgｭ
Zn-Ag 系 Laves 相及び Mg-Cu-Si 系 Laves 相の結晶構造を解析した。
乙れらの系の MgZn2-MgAg2 及び MgCu2弘
れており ， Laves 相の三つの基本構造と eja の関係が報告されている。最近， Mg-Cu-Al 系の MgCuAl
合金において，三つの基本構造の他に Laves 相の新しい変態が小村により報告されている。又 Mg
Zn2・MgAg2 section 上では Witte が，中間相 1 ， 1Iの存在を報告している。それ故にこの中間相の構
造をしらべる乙とも含めて，上記二合金系の新しい変態を調べた。研究方法は，主として， X線回折
法を用い，他l乙熱測定等も行なったD
Mg-Zn-Ag 系では 0.073 mol MgAg2心.927 mol MgZn2 の組成の合金を作り，その中の単結品を用い
た構造解析が行なわれたD その結果，乙の単結晶は，六方晶系に属し， Laves 相 10層構造であること
がわかった。その層序列は
A B C1 B C A' C1 B C1 B' 
である。ここに A， B, C, A', B/, C 1 は Laves 相の層単位をあらわしている D 尚，乙の合金中には Mg­
Cu-Al 系で，先に小村により，その構造をきめられた 9 層構造と同形のものも認められた口
Mg-Cu-Si 系においては， MgCu2 型の新しい規則格子が Mg (Cu.8oSi.20)2・ 5 組成附近を中心として存
在すること，及びその結品構造は，空間群 07_p 4132 に属し， MgCu2 の Cu 位置に Cu と Si が規則




金属間化合物の中で Laves 相と呼ばれる一群のものは XY2 又は X(Y， Z)2 の組成をもち原子半径比
rx: ry~ 1.2: 1 =附近のものに見出され， A, B, C, A', B', C' で表わされる基本単位の積重ねと考えら
れる結晶構造をもっD





第一のものは Mg-Ag-Zn 系三元合金で MgZnl.S5AgO.15 の組成をもち，六方晶系 lこ属し，単位格子の
大きさ a=5.225 A , c=42.95 A，空間群 D~h-P63/nmn と決定した。この構造は 10層型に属するが， 10
層型について可能なすべての組合せは 16種挙げる乙とができる。それらの中で ABC' BCA' C' BC' B' 
で与えられるものが観測強度とよく一致する乙とを見出した。
第二のものは Mg-Cu-Si 系の中で Mg (ρCu町10 . 8点βS臼iO.2
し，単位格子の大いさ a=6.95 Å，空間群 06-P4s 32 である。この相は 3 層型 (MgCu2) に近いが， Cu 
および Si 原子はそれぞれ一定の位置を占める規則格子を形成する。 この相は熱解析および X線解析
の結果約 5800C で MgCu2 型不規則格子に可逆的に転移する乙とを見出した口
以上の研究は金属間化合物におけるこつの新しい相を発見し，その複雑な構造を決定したものであ
る。これらの研究は金属間化合物の電子状態，凝集力等についての理論の展開に貴重な資料を提供し
たも ωであって，同君の論文は理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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